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政治 

【内政】 

●パホル大統領、ＳＤへの復帰を目指す【４日】 

ファヨン社会民主党（ＳＤ）党首（外務大臣）は、パホ

ル大統領が再びＳＤ党員になりたいという意向を示し、

党員の間で混乱を招いている件について、パホル大

統領と会談する旨発表した。ファヨンＳＤ党首は、パホ

ル大統領の見解を聴取した上で「我々がまだどれだ

けの価値を共有しているか、将来の協力においてど

のような共通の利益を持つか」について党内で議論

すると述べた。 

 

●ＩＣＣ判事候補にホフレル氏を推薦【７日、２３日】 

７日、パホル大統領は、国際刑事裁判所（ＩＣＣ）の

判事候補として、国際刑事法の専門家ベティ・ホフレ

ル氏を２０２４年から９年間の任期で任命するよう国

民議会に提案した。２３日、ＩＣＣ判事候補のホフレル

氏の推薦について国民議会にて無記名投票が行わ

れ、賛成７８票、反対３票で同氏の推薦が決定した。

ホフレル氏は２０１５年からＩＣＣ裁判所で検察官として

勤務しており、選出されれば２０２４年から９年間の任

期を務めることになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ファヨン外務大臣に対する不信任動議の否決【１０

日】 

１０日、９月にカイゼル駐米スロベニア大使が、有

権者が大統領候補を支持して署名を送付するための

アドレスを公表するよう大使館に指示した電報の写真

をヤンシャ民主党（ＳＤＳ）党首に送付したとして、ＳＤ

Ｓが提出したファヨン外務大臣に対する不信任動議

が否決された。同動議は、ＳＤＳと野党新スロベニア

党（ＮＳｉ）の２２名の議員が支持し、５２名が反対した。

不信任の動議が通過するためには絶対多数（４６票）

の賛成が必要であり、同大臣は留任することになった。 

 

●ボブナル内務大臣に対する不信任動議の否決【１

４日】 

１４日、国民議会は、ボブナル内務大臣の職権乱

用と職務怠慢を非難する民主党（ＳＤＳ）による同大

臣に対する不信任動議を否決した。ボブナル大臣は、

同疑惑は根拠がなく誤解を招くものであると述べた。

同動議は反対５０票、賛成２４票で否決された。ＳＤＳ

はまた、ボブナル大臣が不法移民と国境フェンス撤

去の結果について国民を欺いたと主張していた。また、

新スロベニア党（ＮＳｉ）は、フェンスの撤去は熟慮され

ておらず、専門家の検討もなく開始されたため、スロ

ベニアの治安を悪化させる結果になったと述べた。 
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●次期大統領はピルツ＝ムサル氏に決定【１５日、２

１日、２２日】 

 １１月１３日に行われたスロベニア大統領選挙第二

回投票の最終結果が発表され、ピルツ＝ムサル候補

（弁護士）が５３．８９％、ロガル民主党（ＳＤＳ）議員が

４６．１１％の得票率を獲得し、ピルツ＝ムサル候補

が次期大統領として選出された。 

１５日、退任するパホル大統領は、後任のピルツ＝

ムサル次期大統領を迎えて初の会談を行った。両者

は同会談を「心のこもった、心のなごむもの」と表現し

た。パホル大統領は、両者の協力関係が良好になる

ことを望んでいる旨述べた。また、ピルツ＝ムサル次

期大統領は、パホル大統領が大統領としての１０年

の経験を、必要に応じて共有してくれることを有り難く

思っている旨述べた。両者はまた、ブルド・ブリユニ・

プロセスについて協議した。 

２１日、ゴロブ首相はピルツ＝ムサル次期大統領と

面会した。両者は、スロベニアにおける課題への対応

と外交政策における協調的行動において、良好な協

力関係を築くことを期待していると述べた。また、スロ

ベニアが２０２４年から２０２５年にかけて国連安保理

事会の非常任理事国入りを目指すことや、西バルカ

ン情勢など、いくつかの優先事項について言及した。

また、両者は同じ価値観を共有していることを強調し、

今後も定期的に会合を開いていくことで合意した。 

 

●地方選挙【２０日、２１日】 

２０日に行われた地方選挙では、ほぼ番狂わせは

起こらなかった。長期的な傾向の継続で、無所属勢

が更に勢力を伸ばし、リュブリャナ等の大都市を含む

市長選では現職が半分以上を占めた。保守系政党

は今回も現与党より良い結果を残した。投票率は４７．

４７％と低く、全国２１２の自治体のうち１６５の自治体

が第一回投票で市長を選出した。 

ヤンコヴィッチ・リュブリャナ市長は約６２％の得票

率で５期目の当選を果たしたが、市議会では自身の

政党が過半数割れした。左派党候補のスキッチ氏は

９％強の得票率で２位となり、生活の擁護、同性カッ

プルの養子縁組に反対する「子供と家族の声」のリー

ダー、プリムク氏は７％近くを獲得した。定員４５人の

市議会でヤンコヴィッチ市長の政党（ヤンコヴィッチ・

リスト）が２３議席から１８議席に減少したのは、ゴロブ

首相率いる自由運動党（ＧＳ）が８議席を獲得したた

めと考えられる。同市長は過半数を失うことを気にし

ておらず、以前のヤンコヴィッチ市長の政党（積極的

なスロベニア（当時））で副党首を務めていたゴロブ首

相との間で既に合意していたとおり、ＧＳとＳＤと連立

を組む予定であり、これは過半数を得ていたとしても

変わらなかったと宣言した。 

 

 

●ロガル前外相はリュブリャナ市政から撤退【２１日】 

１１月１３日の大統領選挙で敗れたロガル前外相

は、民主党（ＳＤＳ）のリュブリャナ市委員会の代表を

辞任した。市長選と市議会選挙での党の成績不振が

理由とされる。ＳＤＳのホルバット候補は市長選で６．

２６％の４位、市議会では１０議席から６議席に減少し、

政党別議席数は２位から３位に転落した。 

 

●国民議会、今後２年間の政府予算案を承認【２３日】 

国民議会は、今後２年間の予算案を承認した。２０

２３年には１６６億９，０００万ユーロという過去最高の

支出が予定され、２０２４年にはやや減少することが

見込まれている。エネルギー危機の緩和のために多

額の資金が確保され、財政赤字は２０２３年にＧＤＰ

の５．３％に達するが、２０２４年には３％を下回ること

になるという。連立政権は、この予算案は開発志向で

あり、国全体に利益をもたらすと主張したが、野党は、

特に歴史的に高い支出について不満を持ち、赤字は

過剰で、収入予測も楽観的すぎると主張した。 

 

●国民評議会選挙【２３日、２４日】 

２３日及び２４日、国民評議会（上院）選挙が実施さ

れ、利害関係団体や地域の代表者により選出された

新しい国民評議会には、多くの新議員が選出された。

４０名の議員のうち１６名が留任となったが、コウシュ

ツァ国民評議会現議長は再選されなかった。社会的、

経済的、職業的、地域的利益を代表する国民評議会

は、雇用者（定数４）、被雇用者（４）、農業・手工業・

自営業（４）、非営利団体（６）並びに地域代表（２２）

の代表者によって構成されている。国民評議会の任

期は５年である。同選挙では、特に地域代表の構成

に変化があった。 

 

●政府法改正（省庁再編）等に関する国民投票の実

施【２７日】 

２７日、政府が進めた３件の法律改正（政府法、ス

ロベニア国営テレビ（ＲＴＶスロベニア）関連法、長期

ケア法）に関する野党民主党（ＳＤＳ）主導の国民投

票が実施され、全ての法案が有権者によって支持さ

れた。一部では、同国民投票は連立政権への信任投

票と見られていた。ＳＤＳは、これらの法律が有害で

あるという理由で異議を唱えていたが、３つの法案す

べてが支持された。スロベニア国営テレビ関連法につ

いては、市民社会を主要な管理・監督機関の任命の

責任者とすることによって国営放送の非政治化を目

指す法律であったが、約６３％が賛成票を投じた。新

介護制度の実施を１年先送りするという法案は約６

２％（長期ケア法）、政府法改正案（省庁再編）は約５

７％の支持を得た。投票率は約４２％で、４６％を超え

た２０２１年の水域法の国民投票より低くなったが、１

９９８年に初めて実施された多くの国民投票よりも高
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い投票率となった。公共放送局ＲＴＶスロベニアに関

する法律が大きな焦点となったが、これは、前ヤンシ

ャ政権が、新しい番組審議会と監督委員会を任命し

た後に始まった大規模なスタッフの異動が主な原因

であり、同テレビ局スタッフや国内及び国際機関から、

偏った政治活動だと批判されていた。 

 

●カンタルッティＧＺＳ事務局長の辞任【３０日】 

カンタルッティ商工会議所（ＧＺＳ）事務局長は、ＧＺ

Ｓの理事会において、一身上の都合により事務局長

の辞表を提出した。同事務局長は１２月３１日をもっ

て任期を終えることなる。ＧＺＳのシモンカ会長は、現

ＧＺＳ産業政策担当常務理事のナフティガル氏を新事

務局長に推薦した。同氏の任命については今後投票

が行われる予定。ＧＺＳ事務局長の任期は４年。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外政等】 

●ボシュトヤンチッチ財務大臣の訪日【２日】 

ボシュトヤンチッチ財務大臣は、１０月２６日から３

１日にかけて訪日し、井上財務副大臣、林国際協力

銀行（ＪＢＩＣ）総裁及び銀行関係者と会談した。同大

臣は林総裁と、ＪＢＩＣの欧州市場における活動や、Ｊ

ＢＩＣとスロベニア輸出開発銀行（ＳＩＤ銀行）との協力

関係の深化、第三国市場への共同進出の可能性等

について協議した。また、日本や欧州で発行された債

券やＥＳＧ債の潜在的な投資家へのプレゼンテーショ

ンとして複数の会議を行った。 

 

●ウクライナ国民の一時的保護、２０２４年３月まで

延長【２日】 

欧州委員会の決定に従い、スロベニア政府はウク

ライナからの避難民の一時保護を２０２４年３月４日ま

で延長することを決定した。行政部門は、一時的保護

を認められたウクライナ国民に対して、同日まで有効

な新しいカードを発行する。同資格により、滞在のた

めの施設探しの支援や、医療、教育、ＥＵ労働市場へ

のアクセスが提供される。 

 

●パホル大統領のベルリン・プロセス首脳会合出席

【３日】 

ベルリン・プロセス首脳会合に出席したパホル大統

領は、同イニシアティブを復活させたショルツ独首相

に謝意を表明した。大統領府によると、パホル大統領

は、ベルリン・プロセスはＥＵ拡大プロセスの代替では

なく、それに貢献し、奨励するものであると述べた。ま

た、フォン・デア・ライエン欧州委員長の理解に感謝し、

同委員長の最近の西バルカン諸国への訪問は非常

に重要であったと評価した。 

 

●パホル大統領のＣＯＰ２７への参加【７日】 

パホル大統領は、国連気候変動会議ＣＯＰ２７のリ

ーダーズパネルに参加し、気候変動への取り組みに

失敗は許されないとし、「我々は共に立ち上がるか、

共に倒れるかのどちらかだ」と述べ、気候変動対策を

強化するためには、現在の１０年間が重要であると付

け加えた。また、スロベニアは、遅くとも２０５０年まで

に気候ニュートラルに到達するという目標を掲げてお

り、同国初の国家気候法の準備を進めていることを

改めて強調した。 

また同大統領は、ＣＯＰ２７のサイドラインにて、２０

２４－２０２５年の国連安全保障理事会の非常任理事

国入りを目指すスロベニアの活動を促進するため、

複数の二国間会議を開催した。同大統領は、イスラ

エル、コモロ、ジンバブエの大統領、ジョン・ケリー米

国気候変動問題担当大統領特使と会合した。また、

メローニ伊新首相とも面会し、同首相はパホル大統
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領に対し、イタリアにおけるスロベニアの少数民族に

ついて「好ましい立場を維持する」と述べた。 

 

●朴炳錫韓国大統領特使のスロベニア訪問【７日】 

７日、ファヨン外務大臣は、スロベニアを訪問した朴

炳錫韓国大統領特使と会談した。ファヨン外相は、本

年１１月１８日にスロベニアと韓国は外交関係樹立３

０周年を迎え、スロベニアがソウルに大使館を開設し

たことは、特に経済分野において両国の関係強化に

貢献するものであり、大変嬉しく思うと述べ、韓国も同

ステップを踏んでほしいと述べた。また、同外相は朴

特使に相互投資の重要性を述べた。朴特使は、２０３

０年万博への韓国・釜山の立候補について説明し、

尹錫悦韓国大統領からの書簡を大臣に渡した。また、

クラコチャル＝ズパンチッチ国民議会議長も同特使と

会談した。 

 

●スロベニア・クロアチア国防相会談【８日】 

８日、シャレツ国防大臣は、リュブリャナを訪問した

バノジッチ・クロアチア国防大臣と会談した。両大臣は、

二国間及び地域協力に焦点を当て、西バルカン情勢、

ロシアによるウクライナ侵攻、ＮＡＴＯ及びＥＵ内にお

ける協力等について意見交換を行った。両大臣は、

平和ミッションやその他の活動において、将来的に協

力する意志を表明した。 

 

●スロベニア・スロバキア大統領会談【１０日】 

１０日、パホル大統領はスロバキアを訪問し、チャ

プトヴァー・スロバキア大統領とロシアによるウクライ

ナ侵攻とエネルギー危機について議論した。また、Ｎ

ＡＴＯの戦闘部隊の一部として駐留するスロベニア軍

を訪問したほか、今夏スロベニアで発生した大規模な

山火事の消火に協力したスロバキアの消防士・兵士

に感謝の意を示した。 

 

●アルジェリアとのビザ制度の円滑化【１１日】 

１１日、政府は、アルジェリアとの間で、ビザ免除に

ついて、スロベニアとアルジェリアの外交・公用旅券

所持者が１８０日間中最大９０日間滞在することを認

める協定を締結するためのイニシアティブを採択した。 

 

●クロアチアのシェンゲン協定加盟後の国境管理の

可能性【１４日】 

１４日、ファヨン外務大臣は、ブリュッセルで開催さ

れたＥＵ外相会合の後、スロベニアはクロアチアのシ

ェンゲン圏加盟後、必要であれば国境管理を導入す

る用意があるとし、不法移民が増加した場合に、スロ

ベニアは受け皿になることを望んでいないと述べた。

また、同大臣は、シェンゲン協定に明確なルールを設

け、真に必要でない場合は国境管理を抑制する必要

があるとＥＵ加盟国の外相に伝えてきたと述べた。 

●ウクライナ軍の訓練の支援を発表【１５日】 

チュルンチェッツ国防副大臣は、ウクライナ軍を訓

練するＥＵミッションにおいて、スロベニアが数十名の

指導員を提供することを発表した。ドイツに派遣され

る見込みの視察団は、主に専門的な訓練を行うこと

になっているが、同副大臣は、この提案はまだ政府に

よって確認されていない旨述べた。ＥＵ国防相会合後、

同副大臣は記者団に対し、ウクライナ兵がスロベニア

で訓練を受ける計画は当分ないと述べた。 

 

●外交戦略会議における中国に関する議論【１６日】 

１６日、ファヨン外務大臣は、外交政策戦略会議の

第２回会合を主催した。国際政治・社会秩序の変化

における、中国とその役割について議論することを目

的としたものである。同会合への出席者たちは、中国

は世界のリーダーシップを追求する米国の主な対抗

者であり、同二国間関係の力学は、ＥＵにとっても最

も重要であるという点で意見が一致した。外務省は報

道発表にて、中国は、人工知能、テクノロジー、科学

研究、特に環境保護とグリーントランスフォーメーショ

ンなど、スロベニアにとっても非常に重要なテーマを

議題に挙げており、これらのテーマは、スロベニア・中

国間の具体的かつ有益なつながりを可能にするかも

しれないと述べた。また、ファヨン大臣は、スロベニア

外務省が外交戦略を刷新し、同会合のメンバーと共

有して議論すること、また、長い間放置されてきたア

ジア・太平洋地域の戦略を別途策定することを強調し

た。 

 

●スロベニアのエネルギー憲章条約脱退【１６日】 

１６日、国民議会の外交委員会は、スロベニアのエ

ネルギー憲章条約（ＥＣＴ）脱退を全会一致で承認し

た。政府は、ＥＣＴが時代遅れであり、効果的な環境・

気候政策、責任あるエネルギー政策にとっての大き

な障害であると述べている。外務委員会は、反対票

の一票もなく、議論もなく、政府のイニシアティブを承

認した。スロベニアは、すでに条約から脱退したイタリ

アに加わることになるが、ポーランド、スペイン、オラ

ンダ、フランスも同様に脱退を表明している。 

 

●スロベニア、「Grain from Ukraine」プログラムを支

援【２７日】 

スロベニアは、ゼレンスキー・ウクライナ大統領の

「Grain from Ukraine」プログラムを１００万ユーロで支

援する予定。同援助は、世界食糧計画を通じて送金

される予定。外務省によると、このプログラムでは、ウ

クライナはアフリカとアジアの後発開発途上国に穀物

を寄贈し、ドナーの資金は穀物の輸送費に使用され

る。 
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●パホル大統領のクロアチア訪問【２８日】 

２８日、クロアチアを訪問したパホル大統領は、２０

０９年に首相として署名した国境仲裁協定は遅かれ

早かれ実施されるとの確信を示し、それ以上の選択

肢はないと主張した。パホル大統領とミラノビッチ・ク

ロアチア大統領は会談後、両国間の関係は良好であ

るとし、両国も積極的に貢献していることに同意した。

パホル大統領は、プレンコビッチ首相およびヤンドロ

コビッチ国会議長とも会談した。 

 

●スロベニア、ウクライナの救急車に３７万ユーロを

寄付【２８日】 

２８日、スロベニアは、外務省のツヴェルバル＝ベ

ック官房長とタラン駐スロベニア・ウクライナ大使が署

名した協定に基づき、未熟児とその母親を搬送する

救急車の資金として３７万ユーロをウクライナに提供

する予定である。外務省によると、この車両は国際基

準に完全に準拠したものになるとのことで、同省はこ

れまで、救急車購入のためにウクライナに５８万ユー

ロを支援してきた。年内には２台の車両が供給される

予定。 

 

●シャレツ国防相のウクライナ訪問【２９日】 

２８日、シャレツ国防相は、レズニコフ・ウクライナ国

防相の招待によりウクライナを訪問した。両代表団の

会談で、レズニコフ国防相は、戦場の現状と、ロシア

によるウクライナの重要インフラの最近の組織的破

壊を受け、国内の多くの地域でウクライナ国民の生

活が困難になっていることを紹介した。ウクライナ当

局によると、スロベニアの援助は高く評価されており、

寄贈された装備は同国の防衛の成功に寄与している

とのことである。レズニコフ国防相は、シャレツ国防相

の同ウクライナ訪問で示された支援、及び政治、人道、

物資、軍事レベルでこれまでに提供されたすべての

支援について感謝を表明した。レズニコフ国防相は、

冬を目前にして、ウクライナがエネルギーやその他の

重要なインフラシステムに対する厳しい攻撃に直面し

ており、市民の生活がかかっているこの時期に、今回

の訪問が行われたことと連帯が示されたことの重要

性を特に強調した。 

 

●ゴロブ首相のウクライナに関する発言【３０日】 

ゴロブ首相は、新政府の下での国家安全保障会議

の最初のセッションにおいて、ウクライナ国民が軍事

的に自衛する意志を持っている限り、ウクライナ国民

を支援することはスロベニアの道徳的義務であると指

摘した。ゴロブ首相はまた、ロシアのウクライナに対

する侵略が激化しているが、国家安全保障会議はス

ロベニアに対するリスクや脅威の増大はないと評価し

たと述べた。 

 

●ファヨン外相がウクライナへの支援を再確認【３０

日】 

ＮＡＴＯ加盟国の外相は、ブカレストにおいて、ウク

ライナへの支援を再確認し、ロシアの重要インフラへ

の攻撃と民間人の殺害を非難した。ファヨン外相は、

人道支援とインフラの再建及び難民の受け入れで、

ウクライナを引き続き支援すると述べた。軍事支援の

可能性に関しては、スロベニアはこの点に関して、そ

の在庫をほぼ使い果たしたと述べた。 

 

●スロベニア・セルビア内相会談【３０日】 

ボブナル内相は、ガシッチ・セルビア内相とリュブリ

ャナで会談し、移民の管理方法について議論した。ス

ロベニアや他のＥＵ諸国が新しい移民グループの流

入に直面する中、両大臣は特にセルビアや他の地域

の国々のビザ制度に焦点を当てた。 
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経済 

【エネルギー関連】 

●アルジェリアからの天然ガス供給に関する協定に

調印【１５日】 

１５日、スロベニア最大のエネルギー取引会社であ

るゲオプリン社は、アルジェリアのエネルギー大手ソ

ナトラク社と、２０２３年からスロベニアのガス需要の

およそ３分の１を満たす天然ガスの供給に関する協

定に調印した。同契約により、今後３年間、年間約３

億立方メートルの天然ガスを購入することとなる。２０

２３年１月１日から２０２５年１２月３１日までの間、イタ

リア経由でガスが供給される予定。 

 

●スロベニアと日本のＮＥＤＯプロジェクトが終了【２１

日】 

２０１６年１１月よりスロベニアの送電線事業者であ

るＥＬＥＳと日本の新エネルギー・産業技術総合開発

機構であるＮＥＤＯが共同で行ってきたスロベニア・日

本ＮＥＤＯスマートテクノロジープロジェクトの終了を

記念してセレモニーが開催された。エネルギーインフ

ラのスマート化に基づく初の国家プロジェクトの一環

として、ＮＥＤＯは約２，０００万ユーロ、ＥＬＥＳは１，５

００万ユーロを拠出した。 

 

●新法でエネルギー企業への超過利潤税が計画さ

れる【２２日】 

インフラ省は、再生可能エネルギーへの補助金と

ピーク時の電力需要削減のための資金調達のため

に、２０２２年と２０２３年にエネルギー会社に超過利

潤税を課すという法律の草案を発表した。同案では、

スロベニアで生産され卸売市場で販売される電力１

ＭＷｈあたり１８０ユーロを超える収入は、同税の対象

となる。また、スロベニア国内で原油や天然ガスを生

産・加工する企業にも、超過利潤税が課されることに

なる。 

 

【その他】 

●コペル～ディヴァチャ間第２鉄道路線建設事業か

らの外国資本除外案【７日】 

７日、インフラ省は、進行中の１０億ユーロ規模のコ

ペル～ディヴァチャ間の新規鉄道路線建設から、外

国資本を排除する法案を作成した。これまではハンガ

リーがメインパートナーとして扱われていた。同省は

「現政府は、鉄道を最も重要なインフラシステムの１

つであり、他国の手に渡してはいけないものと考えて

いる。」と発表した。提案された修正案は、事業を運

営する（スロベニア）国営企業の２ＴＤＫにハンガリー

が参入することを効果的に阻止するものであり、２０２

１年の前政権時代に、当時の野党がほぼ同じ法案を

提出していたが、却下されていた。 

 

●電力グループＨＳＥに新ＣＥＯが就任【７日】 

７日、電力グループＨＳＥは、ＣＥＯにシュトケル氏

を任命した。同日よりＨＳＥの子会社であるショシュタ

ン火力発電所（ＴＥŠ）の取締役に就任するヴラチャル

氏の後任として、４年間の任期を務めることになる。 

 

●ＢＴＣ、２０２４年に新物流ハブを立ち上げ予定【９

日】 

ＢＴＣは、２０２４年初めにリュブリャナのザログに新

しい物流センターを開設する予定。４０，０００平方メ

ートルの新しいロジスティクスセンターは、先進的で

持続可能なものになると同社は述べている。同センタ

ーは、旧食肉加工工場の跡地に建設され、価格は

３，０００万～３，５００万ユーロと推定されている。 

 

●５分の１の世帯が財政的苦境に【２１日】 

統計局の発表によると、スロベニアの５分の１の世

帯、特に東部の世帯が、本年度第３四半期に財政的

苦境に見舞われた。一方、家計のやりくりに苦労して

いない、あるいはほとんど苦労していないと回答した

世帯は４分の１弱で、２０２１年前期と比較して３ポイ

ント減少している。 

 

●仏自動車メーカー・ルノーによるレヴォズ社の次期

計画発表【２２日】 

 ２２日、仏自動車メーカーであるルノーは、スロベニ

アの工場であるレヴォズ社を開発計画に組み込ん

だ。これにより、ノヴォ・メスト市所在の同工場は、半

導体のグローバルなサプライチェーンの問題により閉

鎖されるかもしれないとの推測に終止符が打たれた。

レヴォズ社はＳＴＡの取材に対し、同工場がルノーの

１４の自動車組立工場のひとつとなり、パワー（ルノー

グループの従来の中核事業に重点を置き、ルノー、

ダチア、ルノーＬＣＶブランドで革新的な低排出車とハ

イブリッド車の開発を継続する企業）に含まれること

になったことを確認した。３月以降、レヴォズ社は１日

最大３３０台を１シフト制で生産している。春には、生

産計画を調整する必要がある厳しい状況になったと

している。年末までにさらに１００人を順次解雇し、２

月に約２，１００人だった従業員数は約１，６００人にな

る見込みである 

 

●ＯＥＣＤ、スロベニアの来年の成長見通しを大幅に

引き下げ【２２日】 

ＯＥＣＤは、スロベニアの本年のＧＤＰ成長率の見

通しを６月から０．４ポイント上げ５％としたが、来年の

見通しを２ポイント引き下げて０．５％とした。成長率

低下の理由は、高いインフレ率、需要の弱さ、ウクラ

イナ戦争が消費者信頼感に与える悪影響などであ

る。スロベニアの労働市場では、労働者不足が引き
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続き問題となり、それが強い賃金上昇を促し、インフ

レ圧力につながるとしている。 

 

●スロベニア企業のイノベーション活動、EU平均をわ

ずかに上回る【１９日】 

ユーロスタットによる地域イノベーション調査による

と、２０１８年から２０２０年にかけて、スロベニアはイノ

ベーションを起こす企業の割合で、EU平均をわずか

に上回った。２０１８年から２０２０年にかけて、スロベ

ニア企業の５５％が少なくとも１つの形態のイノベーシ

ョンに関与しており、EU平均は５３％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治安 

●詐欺事件【３日】 

 財務省は、税金が過払いになっているという内容の

メールやＳＭＳが何者かによって不正に送信されてい

ることを警告している。これらのメッセージには、納税

者に過払いのあった税金の払い戻しを請求するため

とするウェブサイトへのリンクが記載されているが、財

務省は、このような形で納税者に通知することはなく、

詐欺であるとして注意を呼びかけている。 

 

●窃盗事件【７日】 

 ５日午前、プトゥイ市に近いキドリチェボ近郊におい

て、高齢の女性が住む家を二人の男女が訪問し、

「水をください」と言って屋内に入り、食器棚から現金

や貴金属を盗んだ。その後、同居する家族が被害に

遭ったことに気付いて警察に通報したところ、ゴリシュ

ニッツァ近郊で容疑者の特徴に合致するクロアチア

人２人が発見され、警察により逮捕された。 

 

●不法入国者が６０％増【１８日】 

警察は、１月～１０月までにスロベニアに不法入国

した移民を２万１，４６７件扱い、前年同期比６０％増

となったことを発表した。不法入国の増加の主な要因

は、セルビアへの入国にビザを必要としないブルンジ、

インド、キューバからの移民や、アフガニスタン、バン

グラデシュからの移民が引き続き増加していることで

あると分析されている。 

 

●窃盗事件【２９日】 

２９日の午後、ルシェ町にある店舗で、男が聴覚障

害者のために寄付を募っていると女性に話し掛け、こ

れに同意した女性が５ユーロ紙幣を渡そうとすると、

男は女性の手から５０ユーロを奪い逃走した。 
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社会・文化・スポーツ 

【スポーツ】 

●NBAの歴史を塗り替えたドンチッチ【３日】 

バスケットボールのスーパースター、ルカ・ドンチッ

チは、２日に行われたユタ・ジャズ戦で３３得点を挙げ、

NBA史上３人目の開幕７試合で３０得点以上を挙げ

たプレーヤーとなった。この偉業は、６０年前のウィル

ト・チェンバレンが最後に達成したものである。 

 

●４人のトップアスリートが国家勲章を受章【１６日】 

パホル大統領は、大統領官邸において、サイクリン

グのスター選手であるタデイ・ポガチャル氏、フリーダ

イバーのアレンカ・アートニック氏、モトクロスのティ

ム・ガイザゼル氏、柔道のウルシュカ・ジョルニル・ジ

ュゴヴァル氏に、スポーツ界での優れた業績を称え、

黄金勲章を授与した。パホル大統領は、スロベニア

がスポーツ界で注目される存在となり、国民にインス

ピレーションを与えたとして、４人に勲章を授与した。 

 

●ラニシェック選手、ワールドカップで２勝目【２６日】 

スキージャンプのアンジェ・ラニシェク選手が、フィ

ンランドで開催されたスキージャンプ・ワールドカップ

２大会のうち最初の大会で優勝、自身２度目のワー

ルドカップ優勝を飾った。ラニシェック選手は予選の

段階で、１４９メートルの新記録を樹立した。 

 

【生活・科学技術・その他】 

●２０２１年、一人当たりの廃棄物発生量が増加【２０

日】 

スロベニアでは昨年、鉱物性廃棄物を除いた1人

当たりの廃棄物が１，５４１キログラム発生し、２０２０

年に比べて１１１キログラム増加した。全体のリサイク

ル率は前年比でわずかに低下したが、自治体廃棄物

のリサイクル率は上昇傾向が続いた。他方で、長期

的な傾向は良好であり、２０１１年と比較して、スロベ

ニア人は一人当たり４５０キログラムの廃棄物を排出、

一人当たりの廃棄物処理量はおよそ１，２８４キログ

ラムで、２０１１年と比べ２３％減となった。 

 

●リュブリャナで欧州の大学連合の将来に関する文

書に調印【２１日】 

リュブリャナ大学が主催するEUTOPIA欧州大学連

合に関して、欧州の１０大学からなるこの同盟の将来

にとって重要な２つの文書「EUTOPIA More Inclusion 

Manifesto」と「Global Partners Charter」に署名がなさ

れた。 

 

 

 

●物理学者、量子対称性プロジェクトでEU資金を獲

得【２２日】 

ヨジェ・ステファン研究所（IJS）の物理学者ザラ・レ

ナルチッチ氏は、欧州研究センター（ERC）から独立し

たばかりの研究者を対象とした約１５０万ユーロの資

金を獲得した。５年間のプロジェクトである「DrumS」に

本資金が提供される。IJSの研究者がERC資金を獲

得したプロジェクトはこれで６件目だが、女性研究者と

しては初めて。 

 

●リュブリャナ大学、アクティブで健康的な加齢のた

めのR&Dセンターを立ち上げ【２２日】 

リュブリャナ大学は、SI4CAREプロジェクトパートナ

ーの支援を受け、高齢化が進む社会でのアクティブ

で健康的な加齢を促進し、戦略的なソリューションを

提供することを目的とした社会イノベーションのため

の複合的研究開発センターを発足した。このセンター

は、研究機関、自治体、ボランティア団体、その他の

関係者が新しいソリューションの発見に向けて活動で

きる拠点になる。 

 

●カニンは世界で最も深い洞窟の１０分の１を維持

【２８日】 

長年にわたり、カニン山脈はケイビングと水文学の

研究の場となっている。スロベニア、ポーランド、イタ

リアの洞窟探検家が２５日に発表した最新の調査結

果によると、深さ千メートル以上の既知の洞窟の１０

分の１以上がカニン山脈に位置していることが判明し

た。ロムボン洞窟系で新たに発見された洞窟は、現

在２０キロメートル以上あり、国内で４番目に長い洞

窟系となっている。スカラール洞窟では、マラ・ボカ・

システムへの接続が発見され、ヨーロッパで最も深い

洞窟となることが期待されている。 
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スロベニア日本国大使館 
電話：＋３８６－１－２００－８２８１又は８２８２、Ｆａｘ：＋３８６－１－２５１－１８２２、Ｅｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｓ２．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ 

Ｗｅｂ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｗｅｂｓｉｔｅ＿ｊｐ／ｉｎｄｅｘ＿ｊ．ｈｔｍｌ 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 ｉｎｆｏ＠ｓ２．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ 

★在スロベニア日本国大使館のフェイスブックもご覧ください！ 

スロベニアにおける日本の外交活動、文化行事のお知らせ等の情報を随時発信しております。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／Ｅｍｂａｓｓｙ．ｏｆ．Ｊａｐａｎ．ｉｎ．Ｓｌｏｖｅｎｉａ 

★スロベニア人向けニュースレター「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」のご紹介 

当館では、毎月スロベニア人向けに日本紹介のニュースレター「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ （Žｉｖｌｊｅｎｊｅ ｎａ Ｊａｐｏｎｓｋｅ

ｍ）」をスロベニア語で発信しています。今年は各都道府県に焦点を当てて、各地の歴史・産業・観光・物産品等を

紹介してまいります。このニュースレターは当館のホームページでも公開しておりますので、どうぞご覧下さい。ｈｔｔｐ

ｓ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｉｔｐｒ＿ｓｉ／Ｚｉｖｌｊｅｎｊｅ＿ｎａ＿Ｊａｐｏｎｓｋｅｍ．ｈｔｍｌ 

 

【領事班からのお知らせ】 

●小選挙区間における較差を 2 倍未満に是正するため、関連法令の改正により衆議院小選挙区の区割りが改定

されました。新しい小選挙区の区割りは、令和 4 年 12 月 28 日（法令施行日）以降に実施される衆議院総選挙から

適用されます。詳しくは、以下のリンク先を御確認ください。 

【当館 HP：在外選挙：衆議院小選挙区の区割り改定等について】https://www.si.emb-

japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00717.html 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。在留届の提出は、オンライン在留届（ORR

ネット）が便利ですので、ぜひご利用ください。 

【外務省オンライン在留届】： http://www.ezairyu.mofa.go.jp/ 

●新型コロナウイルス：引き続き最新情報を入手し、感染予防に努めてください。当館ＨＰでは、新型コロナウイルス

に関するスロベニアの出入国規制などについてまとめたものを公開していますのでそちらもご覧ください。なお、規

制は突然変更となる場合がありますので、最新情報についてはスロベニア当局にご確認いただくようお願いいたし

ます。 

【当館まとめページ】https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00027.html 

●当地での在留許可取得や在留許可延長手続の際に必要となる警察（犯罪経歴）証明については、申請から交付

までに約２～３か月かかります。お手続きに必要となる期間をあらかじめ考慮していただき、余裕を持って申請を行

っていただくようお願いいたします。 

 

【参考情報】 

１．外務省海外安全ホームページ 

本サイトでは、各国・地域での新型コロナウイルスの発生状況、新型コロナウイルス（日本からの渡航者・日本人に

対する各国・地域の入国制限措置及び入国・入域後の行動制限）等の情報を掲載しています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ａｎｚｅｎ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ 

 

２．たびレジ簡易登録 

本サービスは、メールアドレスとメール配信を希望する国・地域を選択するだけで、当該在外公館から領事メールを

受信することが出来ます。ぜひご活用下さい。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｅｚａｉｒｙｕ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ｔａｂｉｒｅｇ／ｓｉｍｐｌｅ／ｒｅｇｉｓｔｅｒ 

 

３．スロベニア国立公衆衛生局は、国内状況や感染予防の方法等について公開しています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｎｉｊｚ．ｓｉ 

（主にスロベニア語） 
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４．スロベニア政府は、新型コロナウイルスに関する特設サイトを開設しています。コロナウイルスに関連した保健

省の特設電話番号はこちらに掲載されています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｇｏｖ．ｓｉ／ｅｎ／ｔｏｐｉｃｓ／ｃｏｒｏｎａｖｉｒｕｓ－ｄｉｓｅａｓｅ－ｃｏｖｉｄ－１９／ 

 

 

５．新型コロナウイルス感染症に備えて ～一人ひとりができる対策を知っておこう～（総理官邸） 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋａｎｔｅｉ．ｇｏ．ｊｐ／ｊｐ／ｈｅａｄｌｉｎｅ／ｋａｎｓｅｎｓｈｏ／ｃｏｒｏｎａｖｉｒｕｓ．ｈｔｍｌ 

 

６．新型コロナウイルス感染症に関する情報について（厚生労働省）ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｍｈｌｗ．ｇｏ．ｊｐ／ｓｔｆ／ｓｅｉｓａ

ｋｕｎｉｔｓｕｉｔｅ／ｂｕｎｙａ／００００１６４７０８＿００００１．ｈｔｍｌ 

 

７．リュブリャナ空港ホームページ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆｒａｐｏｒｔ－ｓｌｏｖｅｎｉｊａ．ｓｉ／ｅｎ．ｈｔｍｌ 

 

８．スロベニア政府の下記のツイッターアカウント等で、随時情報発信が行われておりますので、こちらもご確認くだ

さい。 

●政府（英語）：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｇｏｖｓｌｏｖｅｎｉａ 

●政府（スロベニア語）：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｖｌａｄａｒｓ 

（英語版と若干内容が異なります。） 

●外務省：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｍｚｚｒｓ 

（主にスロベニア語） 

●保健省：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｍｉｎｚｄｒａｖｊｅ 

（主にスロベニア語） 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●スロベニア語字幕付 Japan Video Topics 配信中 

 当館 YouTube チャンネルにおいて、日本の文化や技術を紹介する Japan Video Topics のスロベニア語字幕版

（英語音声）を配信しております。 

Embassy of Japan in Slovenia - YouTube 

 

●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia/ 


